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◆入園できる児童
　生後６か月～就学前の児童（基準日：令和７年４月１日）
　※ ０歳児については生後６カ月を経過してからの受け入

れが可能になります。
◆申込期限
　12 月 20 日（金）まで
〈提出・問い合わせ先〉
　子育て支援センター　☎４５―４３３２

冬期間の水道使用料と使用上の注意点をご確認ください

◆冬期間の水道料金について
　 　12 月分～３月分の水道料金は積雪などにより
検針が困難になるため、９月～ 11 月の平均使用
水量をもとに算定した概算額を請求します。その
後、４月に検針を再開してから過不足分を精算し
ますので、ご了承ください。

◆冬期間の水道使用の注意点
　 　凍結防止のため、次のことを確認してください。
　① 電熱ヒーターの電源を入れる（電熱ヒーターの

点検もしてください）
　② 不凍水抜栓の作動確認を行う（雪による破損防

止のため、雪囲いもしてください）
　　※古いものは新しくしてください
　③ メーターボックスを保温する（メーターボック

スに布や発泡スチロールを入れる）
◆漏水の点検について
　 　水道管の老朽化や凍結などにより、気付かない
うちに宅内で漏水している場合があります。

　 　昨シーズンも凍結による事故が多く見られまし
た。その場合、水道料金が高額になりますので、時々、
メーターや家の周りを確認してください。

　※ 漏水を発見した場合は、町指定の給水装置工事事
業者か建設水道課に連絡をお願いします。

◆冬期間に家を留守にする場合は…
　   降雪前に水道メーター休止の手続きを行ってくだ
さい。降雪後に手続きを行う場合はメーターボック
ス周辺の除雪をお願いします。

　 　凍結により水道管が破裂したり、凍結防止のため
に水道を出したままの状態にすると、水道料金に反
映され、検針再開時に高額な水道料金が請求される
場合がありますので、不凍水抜栓や電熱ヒーターの
設置をお勧めします。不凍水抜栓等の設置について
は、建設水道課または町指定の給水装置工事事業者
に問い合わせください。

〈連絡・問い合わせ先〉
　建設水道課　上下水道係　☎４５―４５３４

建設水道課からのお願い

期間の生活に関するお知らせ（除雪・水道）

除雪作業に対するご理解とご協力をお願いします

◆路上駐車は絶対にしないでください
　  　１台でも路上駐車があると、そこから先の除雪
作業が行えない場合があります。夜間の路上駐車
は絶対しないようお願いします。

◆除雪時の作業音にご理解ください
　  　通勤や通学に支障が出ないよう、深夜から作業
を実施していますので、除雪時の作業音はご理解
ください。

◆屋根からの雪は各家庭で片付けてください
　  　屋根からの落雪や雪下ろしで道路に雪が落ちる
場合は、通行の支障とならないよう各家庭での処
理をお願いします。

◆障害物には赤い目印を付けてください
　  　除雪作業により破損する恐れのある構造物など
は、赤い布切れなどで目立つよう表示してください。

◆スノーポールの保全にご協力ください
　  　除雪作業を安全に行うため、道路の路肩に紅白の
スノーポールを立てています。除雪作業の ｢道しる
べ｣ ですので、倒れているポールを発見した場合は、
立て直しにご協力をお願いします。

◆除雪車両には絶対に近づかないでください
　  　除雪車両に近づくと大変危険ですので、絶対に近
づかないでください。

◆田畑に砂利などが入ることがあります
　  　細心の注意を払い作業にあたっていますが、雪に
付着した砂利などが田畑に入る場合があります。自
治区などでの砂利拾いにご協力をお願いします。

〈問い合わせ先〉
　建設水道課　管理係　☎４５―４５３０

冬
就学前の子どもを持つ保護者の皆さんへ
和７年度こゆりこども園の入園申込を受け付けます

　町では、幼稚園と保育所の特長を併せ持ち、その児童に合った保育・幼児教育を受けることができる認定こ
ども園「西会津町こゆりこども園」を開設しています。こゆりこども園では、来年４月からの入園申込を受け
付けています（現在「こゆりこども園」を利用している園児については、園を通してお知らせします）。
　新たにこども園を利用するには、子どもの年齢と保育を必要とする理由や保育の必要量を判断するために町
の「教育・保育給付認定」を受ける必要があります。教育・保育給付認定を受けるためには、子育て支援セン
ター（こゆりこども園内）や町役場福祉介護課に備え付けの「施設型給付費・地域型保育給付費等教育・保育
給付認定申請書」および下記の必要書類の提出が必要となります。また、入園判定については、保育の必要性
や家庭の状況などを踏まえて町が判定し、その結果については後日お知らせします。
◆必要書類
○ 施設型給付費・地域型保育給付費等教育・
保育給付認定申請書

○保護者の就労証明書
○ マイナンバー確認用紙（令和６年１月２日
以降に転入した場合のみ）

※ 申請書および関係書類については、町ホー
ムページからダウンロードできます。

令

◀  町の子育て応援サ
イトからも確認で
きます

◆開催日 令和７年 1 月８日（水）
◆会場　　　公民館大ホール
◆申込期限 12 月 20 日（金）
◆会費　　　1 人 2000 円（当日にご持参ください）
◆申込方法　 申込用紙は町役場または町公民館、新郷連絡所、奥川みら

い交流館にあります。必要事項を記入の上、期限までに申
し込みください。

＜申込・問い合わせ先＞ 町公民館　☎４５－３２４４

１月８日（水）開催

春交歓会を開催します新

　町では、新しい一年を迎えるにあたり、町民の皆さんが一堂に会して輝かしい「西会津町」の未来を語り合
い、互いの親睦を深めることを目的に「新春交歓会」を開催します。ぜひご参加ください。
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安全な冬の暮らしに貢献

　道路除雪事業感謝状贈呈式式

　町では、長年にわたり除雪事業に取り組んだ企業や
団体、現場の最前線で除雪業務に献身的に取り組み、
技術的にも優秀で後進の見本となる人へ、その社会的
貢献に対して表彰しています。
　11 月１日、町役場で感謝状贈呈式が行われ、受賞
者３人に感謝状が贈られました。式の中で薄町長は「冬
期間における安心安全な町民生活の確保に貢献いただ
き感謝します。今後も健康と安全第一で業務にあたっ
ていただきたい」と式辞を述べました。
　式の最後には、受賞者を代表し齋藤源二さんが「安
心安全な除雪業務に取り組むため、決意を新たに職務
に努める」とあいさつしました。

町

◆感謝状贈呈者 [ 敬称略 ]
　清野喜一（野沢除雪ステーション）
　江川誠作（野沢除雪ステーション）
　齋藤源二（株式会社海老名建設）

　11 月１日、野沢駅で磐越西線全線開通 110 周年記
念イベントが行われました。
　磐越西線は大正 3 年 11 月の平瀬トンネル開通によ
り野沢～津川間が開業し、今年の 11 月 1 日で全線開
通 110 周年を迎えました。当日はにしあいづ観光交
流協会の職員、町職員らが横断幕を手に、列車を出迎
えました。

西会津と新潟を繋げ続ける

　越西線全線開通 110 周年記念年記念磐

「赤い羽根 笑顔とエールの 思い込め」

　い羽根共同募金などを引き渡し

　11 月５日、西会津中学校の生徒が校内で集めた赤
い羽根共同募金と能登豪雨災害義援金を町へ引き渡し
ました。代表生徒が町長室を訪れ、町共同募金委員会
長である薄町長へ募金箱を手渡しました。
　生徒は登校時に昇降口に立ち、校舎内で声掛けを行
うなどして募金活動を行いました。薄町長は、「町内
の福祉活動事業で大切に使わせていただきます」と感
謝の言葉を述べました。また、能登半島豪雨義援金は
社会福祉協議会を通して被災地へ届けられます。

赤

第 10 回ビブリオバトル福島県大会優勝

　国大会への出場を報告

　11 月５日、西会津中学校２年の山口紗弥さんが町
役場を訪れ、全国中学ビブリオバトル決勝大会への出
場を薄町長に報告しました。
　10 月 12 日に開かれた福島県大会で山口さんは「ア
リアドネの声」（井上真偽著、幻冬舎）を紹介し、「ロー
ルプレイング・ゲームのように進むので、読書が苦手
な人でも楽しむことができる」と笑顔で伝え、県大会
優勝を手にし、全国大会への出場を決めました。全国
大会は令和７年３月頃の予定です。

全

　11 月 10 日、令和６年度秋季火災予防パレードが
町内各地区で行われました。11 月９日から 15 日ま
での全国火災予防運動に合わせ実施し、町消防団、町
消防団女性消防隊、西会津消防署が車両で町内を巡回
し火災予防を呼びかけました。
　また、同日に縄沢地区で地元消防団による一般家庭
防火指導が行われ、地元消防団員と西会津消防署員が
地区内各家庭を訪問し、住宅用火災警報器や消火器の
設置状況などを確認、指導を行いました。
　この他にも火災予防運動中は、消防団員による町内
全戸への火災予防チラシの配布など無火災に向けさま
ざまな取り組みが行われました。

火災から町を守るため火災予防を呼びかけ

　季火災予防パレード・一般家庭防火指導を実施秋

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

▲受賞者を代表し謝辞を述べた齋藤さん
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